
 

子宮頚ガン予防ワクチン（ガーダシル（R）） 
  

● 4価（ＨＰＶ6型+11型+16 型+18 型）ワクチンです。 
● 16型+18型は、子宮ガンの原因の 6割を占めています。 

→ 子宮頚ガン全体の 6割しか予防できませんから、ガン検診も必要です。 

● 6型+11型で、外陰部のイボ（尖圭コンジローマ）を大幅に予防できます。 
● 3回の接種で 20年間有効です。 
● 10歳以上の女児が対象になります。 
●   合計 3回の接種が必要です。 
  

 
 

● 副反応 

・ 接種部位の筋肉痛（3日ほど続く） 

・ 37.5℃以上の発熱（数％）、など 
  

● ワクチン・スケジュール 

 
（作成：2011年 9月 京都民医連かみの診療所） 

子宮ガンは女性のガンの原因

第一位で、 

20～30歳代で急増します。 
 

 


